
KOBE AWAY PRESS仮 

日時 日時

私達にはアウェイ戦のゴール裏をクリムゾンレッドで埋め尽くすという夢があります。一人でも多くのヴィッセル神戸サポーターにアウェイ観戦の楽しさを
届けたい。KOBE AWAY PRESS（仮）はこうした思いから生まれた情報紙です。KOBE AWAY PRESS（仮）は関東サポーター有志により自主的に制作されています。

全員で乗り越える号～ 2012.11. 17 Kick Off  
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コンサドーレ札幌
ジュビロ磐田
アルビレックス新潟
横浜Fマリノス
川崎フロンターレ
ベガルタ仙台
大宮アルディージャ
ガンバ大阪
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2012年度日程
節
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鹿島アントラーズ
SAGAWA SHIGA FC
ジュビロ磐田
ベガルタ仙台
セレッソ大阪
アルビレックス新潟
清水エスパルス
川崎フロンターレ
横浜Fマリノス
FC東京
柏レイソル
サンフレッチェ広島
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会場　
カシマ
姫路
神戸ユニ
ユアスタ
ホームズ
東北電ス
アウスタ
ホームズ
ホームズ
味スタ
日立柏
ホームズ
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　1 - 2　
　-　
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対戦相手

※印刷工程にかかる日数の関係で勝敗・得点の記載をしていない日程があります。あなたの手で日程表を完成させてください!

20
For the Vissel Kobe fans of the Kanto living 

全員で乗り越える

すべての試合は0-0から始まる。
フェイエノールト、レアルマドリー、ローマなどで監督を歴任したユーゴスラビ
ア出身のヴヤディン・ボスコフが遺した言葉だ。
一部のスポーツを除けば、大方のスポーツが0-0から試合を始める。野球・テ
ニス・ラグビー・アメリカンフットボール、そしてフットボール（サッカー）。
どんなに強いチームと超絶に弱いチームが戦うとしても0-0から始まる。勝
負の世界に「必ず」ということはないのだ。それが所謂「ジャイアントキリン
グ」という言葉に繋がる。
今日の対戦相手であるFC東京は強敵だ。
今年の第3節も記憶に新しいはずだが、2010年のFC東京とは全く違うの
だ。ポポビッチ監督の下、FC東京は以前よりも更に攻撃的なスタイルを貫
いている。主導権を握らせると非常に厄介なチームだ。

では、僕らの神戸はそんなFC東京に勝てるのか。
なかなか降格圏から離れることができずにいる状態で、しかもアウェイ・味の
素スタジアムの地で、勝利することが可能なのだろうか。そんな不安に駆ら
れそうだが、そのようなときに冒頭の言葉を思い出してほしい。
 「すべての試合は0-0から始まる。」
そう、どんな状態であっても始まりはいつも対等。そこから勝利を信じ、チー
ムを鼓舞し、そして支えるのは僕たちサポーターだ。

you'll never walk alone.

希望を胸に歩み続けよう。
僕たちは一人じゃない。

俺達のこの街に　お前が生まれたあの日
どんなことがあっても　忘れはしない

共に傷つき　共に立ち上がり
これからもずっと　歩んでゆこう

神戸讃歌 美しき港町　俺達は守りたい
命ある限り　神戸を愛したい
オオオーオ オオオオオー…

3試合を残しての西野解任、支払った代償はとても大きい。
下手をすると日本サッカー界を敵にまわすようなことをしたのかもしれない。

それだけにもう引き返せない。なにがなんでも残留しなければ、勝たないければいけない。
前を向こう。彼らを支えよう。俺たちが共に戦おう。

トモニイコウ。We are KOBE!!



KOBE AWAY PRESS（仮）からのご協力のお願い

VISSEL KOBE

KOBE AWAY PRESS（仮）PDF版ダウンロード
http://kobeap.net/
Facebook　 http://www.facebook.com/kobeap
Twitter  @kobeap　(https://twitter.com/kobeap)

発行：KOBE AWAY PRESS(仮）編集部

KOBE AWAY PRESS(仮)を他のお友達にすすめたいという方や
自分のお店において配ってもいいよという方は大歓迎です。
一人でも多くのサポーターを誘ってアウェイゴール裏に駆けつけましょう！
KOBE AWAY PRESS(仮)のPDF版ダウンロード、および
KOBE AWAY PRESS(仮)に関するお問い合わせは、以下のURLにアクセスしてください。

編集後記

Keep cleanこのKOBE AWAY PRESS（仮）を受け取ったら、その場で捨てないでお家まで持ち帰ってね！

1 植草  裕樹GK 28 嘉味田  隼GK 30 徳重  健太GK

2 近藤  岳登DF 3 相馬  崇人DF 4 北本 久仁衛DF

19 伊野波 雅彦DF 22 高木  和道DF 23 イ グァンソンDF

29 林  佳 祐DF

34 アンデルソンMF

32 村 松  亮MF27 橋本  英郎MF25 奥 井  諒MF

9 都 倉  賢FW 10 大久保 嘉人FW

33 フェルナンドFW

11 田代  有三FW 17 吉田  孝行FW

31 岩波  拓也DF 6 羽田  憲司MF

 8 野沢  拓也MF7 朴  康 造MF

14 森岡  亮太MF 18 田中  英雄MF 24 三原  雅俊MF

13 MF 小川 慶治朗

20 ペ チョンソクFW

21 茂木  弘人FW

トップチーム

プロフィール

緊急特集 安達亮
安達亮とは？

西野さん解任をうけて激震が走りました。AP
のレイアウトをどうするか正直迷いました。私

たちが今できることをする。今回は普段と構成を変更し、安達さ
んの特集を組むことになりました。最後までどうなるかはわかり
ませんが、チームが一丸となりサポーターは大きな
声を出して選手を鼓舞する、私たちにできることを
していけたらと思います。APはこの号で20回目の
発行になりました。細々ながら続いているのは皆
様のおかげです。各方面の方々や協力していただ
いているサポーターの皆様に感謝申し上げます。
これからもAPをよろしくお願いします。

安達 亮（あだち りょう)1969年7月2日生。兵庫県西宮市出身。父は、
元ヴィッセル神戸ＧＭ兼社長の安達貞至。
市立船橋高－専修大－横浜フリューゲルスにて選手として活躍。
2006年 ヴィッセル神戸入団。U-21監督、ユース監督、強化部長を歴任。

2010年9月 和田昌裕監督昇格にあわせてトップチームヘッドコーチ
に就任。
2012年4月～5月 和田監督から西野朗監督への交代の間を埋める
形で暫定監督として指揮を執る。
暫定監督としてのリーグ戦成績は、２勝２敗０分。

大胆不敵で熱血漢。
でも紳士。
今シーズン、安達監督が代行監督として采配をした数試合を振
り返ってもそういう人物だというのがよくわかる。『僕は直接指
示していません』と言っていたけど、第９節大宮戦では先発メン
バーの登録表記をGK1人、DF2人、MF7人、FW1人という表記
にしたり、ナビスコ杯名古屋戦では、失点直後にユース所属の松
村を投入し、流れを神戸に引き寄せたし、その松村は得点もして
いる。そして、「藤（宏明 分析担当）というスカウトがいるのです
が、彼のスカウティングが本当にいいです。あいつが一番、仕事
量が多いし、時間にしてもかなり長く働いているので。どうか彼
のことを少しでも取り上げてください！」こんなにも粋で、かつ熱
いコメントを残して試合後の記者会見を終えたりもする。それが
安達亮監督だ。2010年からトップチームのコーチを担当してき
た「ヴィッセルの頭脳」が、閉塞感の漂っていた僕たちを前進さ
せてくれることは間違いない。就任後、初練習の時に監督がサ
ポーターに贈った言葉を聞いて確信した。最後にそのコメントを
記載する。

僕たちの神戸は、まだ終わってはいないのだ。

「人任せにしてはいけない。１人１人が力を出し切ること。やるこ
とは必ずある。それをみんなでやっていこう。そして、サポーター
の皆様にもお願いします。小さなことでもいいので、力を貸して
ほしい。クラブにかかわる人全員が人任せにならず、100％力を
出し切ってほしい」


